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訪問看護実習における学びの分析

野中弘美1），金子美千代2），米増直美1），久松美佐子1），益満智美1），丹羽さよ子1）

要旨
本研究の目的は，訪問看護実習において学生がどのような学びを得たか具体的に明らかにすることである。成
人看護学実習を終え，訪問看護ステーションでの実習を履修した学生38名のレポートを対象に，実習の履修順
序により２つの群に分け（Ⅱ→Ⅰ群，Ⅰ→Ⅱ群），学びに関する記述を抽出し，意味の類似性を基に分類しカ
テゴリを抽出した。その結果，両群で【対象の生活を支える視点】，【家族ケアの重要性】，【意思決定支援の大
切さ】，【在宅看護における基本的な視点】の共通するカテゴリが抽出された。【地域包括ケアの視点をもつ重
要性】はⅡ→Ⅰ群のみ，【多職種連携することの重要性】はⅠ→Ⅱ群でのみ抽出された。また，両群ともに【対
象の生活を支える視点】のラベル数が最も多かった。以上より，学生は在宅看護過程において必要な視点を獲
得しているといえる。しかし，対象の特性に合わせた具体的な視点の獲得については今後検討していく必要が
ある。

キーワード：訪問看護ステーション，実習，学び，在宅看護過程

はじめに
看護基礎教育において，2009年のカリキュラム改正に
より在宅看護論は「専門分野」から「統合分野」へと位
置付けられた。中でも，在宅看護論における臨地実習に
おいては「訪問看護に加え，多様な場で実習を行うこと
が望ましい」1）とされている。また，社会背景として，
団塊の世代が後期高齢者となり高齢化率が30％を超える
2025年問題を目前に控え，高齢者の尊厳の保持と自立生
活の支援の目的のもとで，可能な限り住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを最後まで続けることができるよう，
地域包括ケアシステムが構築・推進されていることや，
在宅ケアの対象が急増・多様化してきており2），在宅看
護の基礎教育の重要性は増していると言える。
しかし，在宅看護学実習における課題として，清水は
①１施設２名ずつ実習を行うことで学生が分散し，移動
や指導時間を割かれることから，質の高い指導が行える
人材の確保や，実習に理解を示してくれる実習施設を維
持していくこと，②教員の目が届きにくい実習であるた

め，学生自身の主体性や計画性，準備状況により同じよ
うな機会が与えられていても実習成果に差が生じる面が
あること，③訪問のための移動に関する安全面の配慮等
を挙げている3）。本学医学部保健学科看護学専攻では，
訪問看護ステーションを含む４施設で在宅看護学実習を
行っているが，特に訪問看護ステーションでの実習（以
下訪問看護実習）では，例年約15か所の訪問看ステー
ションに１～２名の学生を受け入れていただいており，
同様の課題がある。加えて，実習期間は１週間と他の臨
地実習と比較して短いため，実習の指導方法や実習の在
り方について検討していく必要がある。本学では2015年
より訪問看護実習を開始し，約５年が経過した。そこで，
まずは訪問看護実習において学生がどのような学びが得
られているか具体的に明らかにすることを目的とした。

研究目的
訪問看護実習における学生の学びを明らかにすること
で，今後の実習の在り方，講義について検討する資料と
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すること。

研究方法
１．対象
１）対象は，看護学専攻３年次学生77名のうち，成人看
護学実習のみが終了し，平成30年10月15日～26日の期
間で地域・在宅看護学実習Ⅱを履修した学生38名。
２）学習背景：看護教育学，看護管理学，家族看護論及
び卒業研究以外の看護専門教育科目は修了している。
地域・在宅看護学では，講義の他に訪問演習や，福祉
用具を取り扱う会社の協力の元，福祉用具について学
び体験する演習を行っている。また，３年次の後期に
領域別実習（地域・在宅看護学，成人看護学，老年看
護学Ⅰ，精神看護学，小児看護学，母性看護学）を行
うが，今回は訪問看護実習での学びを明らかにするこ
とが目的であるため，他の領域別実習をほぼ履修して
いない学生を対象とした。

２．「地域・在宅看護学実習」の概要
本学では，地域・在宅看護学実習として３年次の10月
～２月までの期間に２週間実習を行っている。地域・在
宅看護学実習の目的を，「対象の生活のありようを理解
し，対象が住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らし
続けるために必要なケアシステムとその課題を理解す
る」としており，地域・在宅看護学実習Ⅰ・Ⅱに分類さ
れている。地域・在宅看護学実習Ⅰ（以下実習Ⅰ）では
保健センター，地域包括支援センター，特定機能病院の
地域医療連携センターの３施設で，地域・在宅看護学実
習Ⅱ（以下実習Ⅱ）では訪問看護実習を行っており，実
習日程は表１に示す通りである。

１）訪問看護実習の展開方法
実習目標として，①地域包括ケアシステムにおける訪
問看護ステーションの機能と訪問看護師の役割について
理解する，②「支える」という看護の本質を再考し，そ
の人らしい生活の実現に向けての看護の実際を学ぶ，と
している。実習目的を達成するための行動目標として以
下の７点を示している。

①訪問看護ステーションの機能と役割を具体的に述べる
ことができる。
②在宅療養者について多角的に情報を整理し，在宅療養
者・家族の抱える健康問題・生活問題をアセスメント
することができる。
③在宅療養者・家族が生活や人生で何を重視しているの
か（価値観）について述べることができる。
④在宅療養者・家族が現在の生活とあるべき理想の生活
ギャップについて，どのように考えているのか述べる
ことができる。
⑤在宅療養者・家族の持つ力（強み）を引き出し，生活
の質が高められるための支援について述べることがで
きる。
⑥多職種との連携・協働のなかで訪問看護師の果たすべ
き役割を述べることができる。
⑦在宅療養者・家族の生活の場に第三者が介入すること
の意味を考え，在宅療養者・家族に配慮した行動がと
れる。
「その人らしさ」という対象の全体像を理解するため
に，複数回訪問できる対象を受け持ちとし，事例展開を
行っている。また，受け持ち以外の訪問にも可能な限り
同行させてもらい（１日約２～４件の訪問），機会があ
ればサービス担当者会議等にも参加させていただいてい
る。実習最終日には，学内でカンファレンスを行い体験
を学生同士で共有し，体験の意味づけを行うことで学び
を深めている。

３．調査内容
調査内容は，地域・在宅看護学実習終了後に提出され
た最終レポートの記述内容とした。最終レポートの課題
は，①実習を通しての「学び」と「その学びを得た具体
的な実習体験について」，②地域包括ケアシステムにお
ける訪問看護師の役割と課題について，の２点である。

４．分析方法
実習の履修順序により，得られる学びに違いが出るこ
とが予想されるため，対象を，実習Ⅱを行った後に実習
Ⅰを行った群（以下Ⅱ→Ⅰ群）20名と，実習Ⅰの後に実

表１．実習日程
月 火 水 木 金

地域・在宅
看護学実習Ⅰ

保健センター（２日）

学内日
地域包括支援センター

（１日）
地域医療連携センター

（１日）
地域・在宅
看護学実習Ⅱ

訪問看護ステーション（５日）
※金曜日は午後から学内
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習Ⅱを行った群（以下Ⅰ→Ⅱ群）18名に分けて分析した。
最終レポートの記述内容より，学生が得た「学び」に関
する記述を抽出しラベルとした。さらにラベルを比較検
討し，上位の概念を抽出するために意味の類似性を基に
分類し，サブカテゴリ，さらに上位の概念であるカテゴ
リを抽出した。

５．倫理的配慮
本研究に使用したデータは個人が特定されないよう匿
名化した。なお，本研究は教育評価を目的としているた
め，倫理審査の必要がない旨の回答を本学疫学研究等倫
理委員会から得ている。

結果
実習終了後に提出された最終レポートより，学生が得
た「学び」に関する記述を抽出し，それぞれの群で分類
を行った。その結果，全体で141のラベルが抽出され，
その内訳はⅡ→Ⅰ群74,Ⅰ→Ⅱ群67であった。また，こ
れらのラベルを比較検討し，意味の類似性を基に分類し
た結果，両群ともに５つのカテゴリに分類された。なお，
カテゴリは【　】，サブカテゴリは〈　〉で表した。

１．実習の履修順序による記述内容の違い
１）Ⅱ→Ⅰ群の記述内容（表２）
最もラベル数の多かったカテゴリは，【対象の生活を
支える視点】36ラベルであった。その他のカテゴリは，
【地域包括ケアの視点をもつ重要性】15ラベル，【家族ケ
アの重要性】11ラベル，【意思決定支援の大切さ】８ラ
ベル，【在宅看護における基本的な視点】４ラベルであっ
た。

２）Ⅰ→Ⅱ群の記述内容（表３）
最もラベル数の多かったカテゴリは，【対象の生活を
支える視点】44ラベルであった。その他のカテゴリは，
【家族ケアの重要性】８ラベル，【多職種連携することの
重要性】と【意思決定支援の大切さ】がそれぞれ６ラベ
ル，【在宅看護における基本的な視点】３ラベルであっ
た。

３）全体分析結果
【対象の生活を支える視点】，【家族ケアの重要性】，【意
思決定支援の大切さ】，【在宅看護における基本的な視
点】の４つは両群に共通していたが，Ⅱ→Ⅰ群では【地
域包括ケアの視点をもつ重要性】のカテゴリが，Ⅰ→Ⅱ
群では【多職種連携することの重要性】のカテゴリがそ
れぞれ抽出された。
両群で共通していた【対象の生活を支える視点】のラ

ベル数の割合は，Ⅱ→Ⅰ群では全体の48.6%，Ⅰ→Ⅱ群
では全体の65.7％を占めており最も多かった。【家族ケ
アの重要性】については，Ⅱ→Ⅰ群14.9%，Ⅰ→Ⅱ群
11.9％，【意思決定支援の大切さ】は，Ⅱ→Ⅰ群10.8%，
Ⅰ→Ⅱ群9.0％を占めていた。【在宅看護における基本的
な視点】では，Ⅱ→Ⅰ群5.4%，Ⅰ→Ⅱ群4.5％であった。

２．各カテゴリにおける学生の学び
１）【対象の生活を支える視点】
このカテゴリは両群から抽出され，他のカテゴリと比
べて最もラベル数が多かった。
学生は，〈対象の価値観を理解する視点〉〈対象者の目
線で考える生活を支えるという視点〉〈介護力を見極め
環境を整えるという視点〉など，疾患中心や身体的ケア
で対象を捉えるのではなく，対象は「生活者」であり，
対象の「生活を支える」ことが在宅看護では重要である
ということを学んでいた。また，〈求められる看護実践
能力〉として，対象を的確にアセスメントし，優先順位
を考えてケアを行うことや，〈在宅にある物品を工夫し
ながら活用するという視点〉という在宅ならではの工夫
についても学ぶことができていた。そして，在宅での療
養期間は長期となることから，予防的視点を持って関わ
ることや，先を見越した関わりをする〈対象に合わせた
継続的な支援を行うという視点〉も獲得していた。

２）【地域包括ケアの視点をもつ重要性】と【多職種連
携することの重要性】
これらのカテゴリは，それぞれの群でしか認められな
かったが，学生は対象の生活を支えるために〈多職種と
連携・協働することの大切さ〉や，職種間で連絡ノート
等を使い情報共有すること，役割調整を行うなど〈多職
種の中で看護師がつなぐ役割〉があると学んでいた。

３）【家族ケアの重要性】
学生は，〈家族もケアの対象であるという気付き〉か
ら，介護者の負担を考慮しレスパイトを検討すること
や，緊急時やターミナル期において家族が対応できるよ
う指導するといった〈家族の気持ちに寄り添い必要なケ
アを行う〉ことが重要であると学んでいた。

４）【意思決定支援の大切さ】
学生は，〈対象・家族の意向を尊重し信頼関係を築く
ということ〉といった対象の思いやこだわりを理解し，
関わっていくことの大切さを学んでいた。また，対象と
その家族が抱える思いが違う場合に，看護師がどのよう
に双方の妥協点をみつけ調整するかという〈対象とその
家族の思いを大切にする視点〉も獲得していた。さらに，
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〈対象とその家族の揺らぎに寄り添う重要性〉という，
病状の変化等に伴い生じる気持ちの揺らぎを支えること
についても学んでいた。

５）【在宅看護における基本的な視点】
学生は，訪問に同行することで〈生活の場に入ること
で生じた主体は療養者であるという気付き〉が生じてい
た。同時に「場」を意識することで，自己の立ち位置に
ついても考え，謙虚な姿勢で臨むことや礼儀を大切にす
るといった接遇面についても振り返っていた。

考察
１．訪問看護実習における学びについて
実習を通して，学生は【在宅看護に基本的な視点】【対
象の生活を支える視点】により，主体は療養者であるこ
とに気付き，対象を「生活者」として捉えることができ
ていた。これは，疾病の治療・救命を目的とする「治療
モデル」から，対象の生活の質の向上を目的とする「生
活モデル」4）へと思考の転換を行えていたからであると
考える。そして，対象を取り巻く環境や家族について視
点を広げる【家族ケアの重要性】【意思決定支援の大切

表２．訪問看護実習における学生の学び（Ⅱ→Ⅰ群）
ϸГЁз ЂУϸГЁз жЦи Д˔Ќ

ᶎσϯЈІЮрЕχ ˢ͏ˣ ẍ ϞӰ Ϭ βϥṪ ρ ꜡Ϭ τ ΪϥάρΥẐϛϣϦϥρ◘μθ

♪ ϬϜνάρχ ήˢ͍ˣ
∕ πχ ψʼ ρψӰσϤʼ ṍḧΥροϜ ΜάρϜ χԁνπΚϥʻζχθϛʼζχ ϣΰΜ ᶨ
Ϭγμρ ΪοΜΨθϛτψʼπΦϥᾢϤ₈χ ϬӂᴟήδσΜϢΞτΰʼᴪ χ πꜛ πΦϥϢΞτάϦΤ
ϣχ ᶨϜḯϛθ Μ π―ΠϥάρϜ ιρ◘μθ

τ›ϩδθ῟ᴮ σϾϯϬᾁ βϥρΜΞ
άρˢ͍ˣ

χיּ ᶨχ ◓ϬḢ╔ΰʼςχ Ϭ ΰ βϥάρπ ϬᵔὨβϥάρΥπΦϥΤϬ―Πϥάρπ
῟ᴮ τ ᶨχכ ΥπΦϥάρϬᶘϭι

ᶨϬ◦ΠϥρΜΞ♪ ˢ2ˣ ˮ ϬϙϥχπψσΨʼ ᶨϬϙϥ˯ρΜΞάρϬᶘϭι

ᴪ ϜϾϯχ πΚϥρΜΞṓ Φ ᴪ ϜϾϯχ πΚϥρΜΞṓ Φˢ͒ˣ יּ ιΪπσΨʼζϦϬ◦Πϥᴪ ϬϾϯβϥάρϜ Ḙῐ◖χ σ ᶤσχιρ◘μθ

ᵒῐּיχ ӗϬἱ βϥάρχ ήˢ͍ˣ
︠σᵒῐּיΥ ₇ ΠοΜϥ ӗϬἱ ΰʼϘθ χ ϬẶτḿϐάρπ Υꜛ χӾⱪτꜛ Ϭⱱκʼ
ϢϤ ớ σӾⱪʾᵒῐτνσΥϥρḇαθ

◘ΜϬ ΰθӪ◘Ὠ Ϭβϥάρˢ͍ˣכ◦ χ◘ΜϬיּ ΰννʼ τᴂαοӪ◘Ὠ Ϭ“ΞάρϜכ◦ Ḙῐ◖χ ᶤσχιρ◘μθ

Ϧ ΨṓⱱκτṄϤ Ξάρˢ͎ˣ
Υẍ ΰθ ›χ σςʼԁ άΞρὨϛοϜ χיּ Ϭם∑τ τΰο ᶨϬ ϥ πʼᴪ χṓⱱ

κψ τ Ϧ ΜοΜΨʻᴪ Ϟ χיּ ệτᴂαθӪ◘Ὠ Ϭ“ΞάρΥכ◦ πΚϥρ Τμθ

ρζχᴪ χ◘ΜϬ τβϥ♪
ρᴪ Υ Πϥ◘ΜχӸΜϬ Ϥ Ẹ Ϭ

ϙνΪϥ ˢ͎ˣ
ᴪ τϜ₈Ϙπχ ᶨϞ Φ ΥΚϥάρϬ Ϧγʼ ρᴪ χṆ χ Ẹ ϬᾋνΪ ΰοΜΨάρϜ

πΚϥρᶘϭι

ᶨχ τ ϥ∑χ◒ χ ήˢ͎ˣ
ˮꜛ τ ϣδο Ψ˯ρΜΞᾌầσ◒ π ϙʼ ᶨχ πχ₉ϤέρϬ Ӄΰʼζχ ΥϢϤꜛ ϣΰΨ ᶨ
πΦϥθϛτψςΞΰθϣ ΜΤρΜΞ♪ ϬⱱκσΥϣכ ΰοΜΨάρΥ

︠ ψ πΚϥρΜΞṓיּ Φˢ͎ˣ
πψˮӺ Ϭ ằβϥּיρӺ Ϭ ΪτΦοΜϥּי˯ρΜΞḩἰ ΥếΤμθχτ ΰʼˮᴪτ ϭπΜοΜ

ϥ ρζάτΣּנ ήδοΜθιΜοΜϥּי˯ρΜΞḩἰτσμοΜϥρḇαθ

χ πḘῐ◖ΥνσΩ ᶤˢ͏ˣ
︠ᵒῐּיτ Υ ΰβΧσΜϢΞτʼ︠ᵒῐּיϞ χᴪ ʼХиО˔χḧτ Ϥʼ ᶤ Ϭ“ΞρΜΞχϜ

Ḙῐ◖χ ᶤχԁνπΚϥρ ϥάρΥπΦθ

ᵒῐ ϬᾋớϛḕẽϬ ΠϥρΜΞ♪

χᴣ ḢϬ ᵔβϥ♪
ꜛᾪχᴣ ḢπψσΨ Ϭ︠ ρΰθϾϯϬ
ᾁ βϥρΜΞάρˢ͍ˣ

ᶨḕẽϞᵒῐ Ϭ ϥάρχ ˢ͎ˣ

Ԛῇχ ᶨʾḕẽϬϱЮ˔Ѕβϥ♪
Ԛῇχ ᶨϬᾋ Πθ◦כˢ͎ˣ

ẐϛϣϦϥḘῐם

ӡϬ―ΠοϾϯϬβϥάρχ ή
ˢ͎ˣ

τ›ϩδθὋ σ◦כϬ“ΞρΜΞ♪

ϬᾋׇΰὋ τ◦כβϥάρχ ή
ˢ͐ˣ

σάρψζχ Υζχ ϣΰΨʼṆ τלμθ ᶨϬ ϥθϛτψʼςχϢΞσ◦כΥ σχΤϬ―Πʼ
ϬᾋׇΰθḩϩϤϬ“μοΜΨάριρ◘μθ

∕ τΚϥ ϬῬ ΰσΥϣᶨ βϥ
ρΜΞ♪

χ ᶨϞᴣ Ḣσςᾤ Ϭ τΰθ
Ͼϯχ ΰ ˢ8ˣ

τˢϾϯΥˣ ιΤϣ“ΞπψσΨʼ χיּ ᶊϞ―Π τלμοϾϯχ ΰ Ϭ―ΠσΪϦωΜΪσΜρ
ᶘϭι
₈ῇψʼάΞΰθ ΥΜΜρΜΞ ᾋψּגοοʼ ʾέᴪיּ τρμοςΞΜΞ◦כΥϢΜχΤʼςχϢΞσά
ρϬ ϘϦοΜϥχΤʼΰμΤϤ―ΠοΜΦθΜ

χ ᶨϬ
◦Πϥ♪

χיּ π―Πϥ ᶨϬ◦ΠϥρΜΞ♪

Ⱳτ Ϭᶎ βϥρΜΞάρˢ͎ˣ
∕ χ ›ψʼ“ΦθΜρΦτΜνπϜ ρΜΞϩΪτϜΜΤσΜθϛʼ▪Ϥχ χ ϬṜ ΰοΣΜθϤʼ
ᴪ τ† ΰοϜϣΠϥϢΞ ϭπΣΨάρϜ σάρπΚϥρᶘϭι

χיּ τ νρΜΞάρˢ2ˣ
χᾠיּ Ϟ“ χ τԜήϦθ χӪ ϬḇαρϦϥϢΞʼϜμρ χיּ π―Πϥ ΥΚϥάρϬ

ᶘϭι

ᾢϤΚϥⱢᾛϬῬ ΰσΥϣ►ΞρΜΞάρ
ˢ͏ˣ

∕ πχ ᶨϬІЭ˔Їτζχ Υӗ ΰοᶚΰΨ ϣδϥϜχτβϥθϛτψʼ ρЀЬвИϾ˔ЄдрϬ
ρϤʼЌϱЬрϽϬϙο ӡϬὨϛϥάρϜ σάριρᶘϭι

ԚΰοΜΦσϤꜛ πϾϯϬβϥρΜΞάρψʼ τϜζχᴪיּ τϜ ΥΤΤμοΰϘΞθϛʼ Ԛ
ΤϣΚϣΤαϛ Ԛῇχ ᶨϬᾋ Πθכ Ϟ◙ Υ πΚϥρḇαθ

Ԛῇχ ʾḕẽϬ―Πϥˢ͍ˣ
χḘῐ◖ψḆּיχꜛ τ βϥάρψπΦσΜΥʼṑϥ ʾ Ԛῇχḕẽχ ᴟϬ―ΠσΥϣ◦כϬ“Ξ

άρΥ πΚϥρḇαθ

ρ ὀʾẸ βϥάρχ ήˢ͓ˣ

ˢ ⱪχ ›ˣᵒῐּיΥ︠τ πΚϤʼֿבΜ πΚϥθϛԁ χЎ˔ЭρΰοϾϯϬ“ΞάρΥπΦϥˢ
ᵒῐρσϥρϾϯχ πᾢᵦΥΦοΰϘΞάρϜΚϥθϛˣ

ᴪ ϜЎ˔ЭχԁԌπΚϥρΜΞ―Πˢ͍ˣ

Ḙῐ◖χ ᶤψʼ ρ ὀʾẸ ΰο Ặ Ϭ“Μʼ ʾᴪיּ χӪΰτלμοʼᾤˑτ›ϩδθ
ϾϯϬ“ΞάρπΚϥρḇαθ

ϬẶ ΰ ΰ›Ξάρπ ḩἰϬ Ψρ
ΜΞάρˢ͎ˣ

ϬẶ βϥάρπζχ τρμο₈ σάρψᴡΤʼςχϢΞσάρτ Ӫΰο ρḩϩμοΜΪωϢיּ
ΜΤρΜΞάρϬ ӃβϥάρΥπΦʼζχάρψ῀Μχ ḩἰχ  Ϟ῟ σϾϯτνσΥμοΜΨρΜΞ

χ πḘῐ◖ΥνσΩ ᶤ

ρζχᴪ χ ϣΧτṄϤ Ξ

∕ ḘῐτΣ
Ϊϥṁ σ
♪

ᶨχ τ ϥάρπ αθ
︠ ψ πΚϥρΜΞṓיּ Φ

Ӫ◘Ὠ כ◦
χ ή

ӽ ᶧϾϯ
χ♪ ϬϜν

ρ ὀʾẸ βϥάρχ ή

ꜛ ʾ῀ χ♪ Ϭⱱκ Ϭ◦Πϥ♪

ʾᴪ χӪΰϬ ΰ ḩἰϬ
ΨρΜΞάρ

ᴪ Ͼϯχ
ᴪ χṓⱱκτṄϤ Μ σϾϯϬ

“ΞρΜΞάρ

ṓⱱκτṄϤ Μ ḩἰϬ Ψ ˢ͎ˣ
ζχ χ◘ΜϬ τΰοḩϩϥάρπʼζχ χ ᶨχԁ ρΰο ḘῐΥᵒ βϥάρΥπΦʼ ḩἰϜ
ΨάρΥπΦϥχπψσΜΤρ―Πθ

ʾᴪ χӪΰϬ ϘΠθϾϯϬ τΰ
ḩἰϬ ΜοΜΨρΜΞάρˢ͍ˣ

βϥ πЀЬвИϾ˔ЄдрϞ χάιϩϤτ›ϩδθНϱЌиЂϱрχיּ Ϥ ϞϾϯϬΰοΜΨάρπ
ḩἰϬ ΜοΜΨάρΥπΦϥχιρᶘϭι

Ⱳӟᵰχ ệϬ ϥάρχ ήˢ͍ˣ
Ⱳχ χὲῴיּ ιΪπ βϥχπψσΨʼ ạχ Ϟ χṜ ϬᾋϥάρτϢμο Ⱳӟᵰχ
χיּ ᶨϬ ΰϯЈІЮрЕΰοΜΨάρΥ πΚϥ

йІОϱЕϾϯϬ― ΰθᴪ χכ◦
ˢ͏ˣ

︠ᵒῐּיρσϥ τᾢᵦΥΨϥϘπḹ ϣδσΜϢΞτ ṍ τйІОϱЕϾϯϬ Ϧϥσςΰο τϜ
τϜẈϘϥⱲϬ ΠϣϦϥϢΞ βϥάρΥ πΚϥάρϬᶘϭι

ừẍⱲχ ᴂϬᴪ τ Πϥάρχ ˢ1ˣ
ừẍχ ›ʼ ԚχϢΞτ Ψ ᴂβϥάρΥπΦσΜθϛʼꜛ π ᶨΥ Ϧϥθϛχ χᵕϤχϾϯιΪπ
σΨʼӺ ΥἄΪיּ ΪϥϘπχḧʼᵒῐּיΥζϦτ ᴂπΦϥϢΞτ◙ ΰοΜΤσΪϦωσϣσΜ

ˮṀἇχῬ ˯ˢЧАЕЩЕиϬ ρΰο ΜθϤʼ Є˔Бχ ϩϤτРИ˔иЄ˔ЕϬ Μϥ ˣτ
νΜοᶘϭι

Ͼϯψᵒῐּיχ ᶨχԁ ιρΜΞ Π ˢ1ˣ
Ϭיּ ᵲχΚϥ◓ςϜρΰο βϥχπψσΨʼ ᵲϜζχ◓χԁνχ ρΰο Ϊ ϦʼϾϯϜ ᶨχ

ԁ ρσμοΜϥϢΞσԊ Ϭ Ϊθ

Ḙῐ◖ψʼ χᴪיּ ḕẽϞᵒῐ Ϭᾋớϛθ π Ϟᴪיּ Υ Ϛ ᶨτΰΪοχὓᵊ⌠ Ϟכ Ϭ
“μοΜΨ ΥΚϥρᶘϭι

ϱрТ϶˔ЫиЂЪ˔ЕψếϙπΚϥρΜΞ
ṓ Φˢ͎ˣ

ϱрТ϶˔ЫиσЂЪ˔ЕψӺ Υיּ ằπΦϥϜχπψσΜθϛʼζχ χ Φ ʼ ρχḩϩϤ ΥνΨϤι
ΰθếϙʾ πΚϥρḇαθ
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さ】について学べていた。在宅看護過程は，疾患を治す，
症状を緩和するだけではなく，対象者の望む生き方，暮
らしを支えるための多様な看護の形があることをまず理
解することが大切であることから4），本実習を通して，
在宅看護過程を展開するために核となる視点を獲得でき
ていと考える。
さらに，在宅看護現場において求められる訪問看護師
の能力として，「利用者の生活場面で看護過程を展開す
る能力」，「利用者の家族との関係を構築する能力」，「家
族のケア能力を向上させる能力」，「多職種との連携によ
る問題解決能力」が挙げられており5），これらは本実習
で学生が得た学びに共通している。このことからも，学
生は在宅看護において必要とされる視点や思考過程を獲
得できたと考える。

２．履修順序による学びの違い
履修順序により２つの群に分け分析を行った結果，

【地域包括ケアの視点をもつ重要性】と【多職種連携す
ることの重要性】のカテゴリはそれぞれの群から抽出さ
れたが，いずれも多職種連携・協働の重要性についての

学びであった。しかし，その中で，「訪問看護実習」後
に「保健センター，地域包括支援センター，地域医療連
携センター」で実習を行った群のみに〈自助・互助の視
点を持ち対象を支える視点〉というサブカテゴリが抽出
された。このサブカテゴリは『インフォーマルサポート
は強みであるという気づき』『家族もチームの一員であ
るという考え』というラベルから構成された。これは，
訪問看護に同行する中で，家族のみならず家族以外の支
えてくれる存在があるという事例に出会えたことで生じ
た学びであり，必ずしも実習の履修順序による学びの違
いであるとは言い難い。一方，【対象の生活を支える視
点】では，「保健センター，地域包括支援センター，地
域医療連携センター」での実習後に「訪問看護実習」を
行った群にのみ『生活の中に入りこみ支援するという視
点』『住み慣れた地域で暮らすことの意味を考える』の
〈地域で生活をするという視点〉という学びが得られて
いた。このような学びが得られたのは，保健センター・
地域包括支援センター実習を先に行ったことで，地域の
特性について知り，地域で療養する人々だけでなく健康
な人々と関わることで「生活モデル」への思考の転換が

表３．訪問看護実習における学生の学び（Ⅰ→Ⅱ群）
ϸГЁз ЂУϸГЁз жЦи Д˔Ќ

ᶎσϯЈІЮрЕχ ˢ4ˣ
Ḙῐ◖ψὨϛϣϦθⱲḧχ πʼ σ Ϭβϓο ϩϣδϥ ʼ ϬḢ╔ΰο ⱲτϯЈІЮр

Еβϥ ΥẐϛϣϦϥχιρΜΞάρϬᶘϭι
ӡϬ―ΠοϾϯϬβϥάρχ ήˢ3ˣ ӡχ‰ΜϜχϬ ϭπϾϯϬΰοΜΨρΜΞ♪ Υ ḘῐτΣΜο ρσμοΨϥρᶘϭι

ᶨχ τ Ϥάϙ◦כβϥρΜΞ♪ ˢ4ˣ
ϣΰχ τᵒ ΰοΜϥάρϬ Ϧγτˮζχ ϣΰή˯ϬᶨΤΰσΥϣḘῐϬβϥάρΥ ιρᵠϛοḇα

ϥάρΥπΦθ
ϙḈϦθ ӽπ ϣβάρχӪ Ϭ―Πϥ

ˢ3ˣ
Υיּ ṓϬ ΠσΥϣπϜ ϙḈϦθ ӽπʼạ χΜΜᴪπӗ ΰο ϣΰοΜΪϥϢΞτЂЪ˔Еβϥ

άρΥ Ḙῐ◖χ ᶤιρᶘϭι

ρζχᴪ χếϙτṓ Ψ♪ ρζχᴪ χếϙϬ ϥάρχ ήˢ6ˣ
ḘῐτνΜο―ΠϥρΦʼˮᴡϬΰοΚΫϦω ΜχιϧΞ˯ρꜛ ΥβϥάρϬ―Πʼζχ χ ϞзІϼ
ωΤϤϬ ΰοΜθʻΰΤΰʼם Ϭ ΰοʼ ᶨϬΰοΜϥ ˑχếϙϬᾋνΪʼζχ ϬᶨΤΰο◦כΰοΜ
ΨάρΥ ιρᶘϭι

∕ τΚϥ ϬῬ ΰσΥϣᶨ βϥ
ρΜΞ♪

ᾢϤΚϥⱢᾛϬῬ ΰσΥϣ►ΞρΜΞάρ
ˢ5ˣ

ᾢϣϦθⱢᾛχ πʼ ᶨχ τΚϥ Ϭ῟ ϢΨ βϥάρΥ ιρΜΞάρΥ Τμθ

Ԛῇχ ᶨϬϱЮ˔Ѕβϥ♪ Ԛῇχ ᶨϬᾋ Πθ◦כˢ͍ˣ
ᴪ χϯЈІЮрЕϬ“Μʼ Ԛπ Ԛ τψ γ︠σϾϯϬ“Ξᴪ ρζχẸ ϘπϾϯΥ“ΠϥϢΞễΠθיּ
ϤʼϕϖṪ Ϭ ΰθ π∕ τ ϦϥϢΞ Ḙῐ◖Υ◦כβϥ Ϭᶘϭι

Ќ˔ЬЗиṍτᴪ χ ᴂ Ϭἇ τ Π
ϥρΜΞάρˢ3ˣ

♂ṍΥựΜρ◘ϩϦθ πψʼἇ τˮ̓̓τσμθϣ ϬΨιήΜʻ πϜ χ ΥΜοπϣϦϥϢ
ΞτΰοΚϤϘβχπΜνπϜςΞη˯ρᾠΞάρπʼᴪ χ ӗϬ ήΨβϥʼ ϾϯϜ ιρᶘϭι

ᴪ ϜϾϯχ πΚϥρΜΞṓ Φ ᴪ ϜϾϯχ πΚϥρΜΞṓ Φˢ3ˣ
∕ πχ︠ᵒῐּיϞζϦϬ◦Πϥ ΥϾϯτ σ ꜡ʾṪ Ϭᶍ πΦοΜϥχΤʼᴡΥ ΰοΜϥχΤϬ
Ӄΰʼ∕ πḘῐ◖ΥΜσΨοϜꜛ ππΦϥρ◘ΠϥϘπ◦ΠθϤʼᴪ ΥӪ◘Ὠ τ ϭπΜϥⱲτЮзА

ЕʾДЮзАЕ Ϭ Πʼ◦Πϥσςᴪ ϬḯϚ Ϭ◦ΠϥάρΥיּ Ḙῐ◖χ ᶤ

χ πḘῐ◖ΥνσΩ ᶤ χ πḘῐ◖ΥνσΩ ᶤˢ1ˣ
ḘῐІГ˔Єдрρ Л˔ЕϬ Μθ Ặ ʼᴁ Ӻρχᴪ Ϭ ᵒτΰθ ὀʼХиО˔ρχϾϯ

Ẹ σς Ψχ ρẸ ΰοʼ χיּ ӽπχ ᶨϬ︢ϥάρϜ Ḙῐ◖χ ᶤ

ρζχᴪ χ ϣΧτṄϤ Ξ Ϧ ΨṓⱱκτṄϤ Ξάρˢ3ˣ
ʾέᴪ ψζχⱲζχⱲτᴡΥΩϜ ΜχΤ Μ ϭπϢΞϞΨ ϬΰοΜϥʻζχὨ τṄϤ Μ◦Πϥ

άρΥ∕ πḘ︡ϥρΜΞάριρḇαθ

ᶨχ τ ϥ∑χ◒ χ ήˢ2ˣ
ᶨχ τ ϥ∑χ χיּ ᶨχ τ ϙ₅ϘδοϜϣμοΜϥ ρΰοχ ṦϞʼ χὊↄיּ χ

ὖᾚτ ϛϥάρψʼ Ḙῐ◖ρΰοχṁ ρΰο τΰοΜΤσΪϦωσϣσΜρᵠϛοḇαθ

︠ ψ πΚϥρΜΞṓיּ Φˢ͍ˣ
ԚρψӸΜʼӺ ψ ᶨτΣּנ ήδοϜϣμοΜϥχπΚϤʼ︠ ψ Ϟᴪיּ πΚϥρΜΞάρϬếΨ

ḇΰθם

ὀ
βϥάρχ

ӽπ ᶨϬβϥρΜΞ♪

ꜛ Ϭ ΰϾϯϬᾁ βϥρΜΞ♪
ꜛ Ϭ σϩσΜ◦כϬ―ΠϥρΜΞάρ
ˢ3ˣ

ˢ χԐϙ ϦʼԐϙβΧτ ΰˣΣ ϸйрЍ˔Ϭ βϥσςΰοꜛ ρ ΥḚיּ ΰϞβΜϢΞτ
Ϭ Πϥάρπʼꜛ Ϭ νΪγτכ βϥάρΥπΦϥρΜΞάρϬᶘϭι

ᴪ Ͼϯχ

ᴪ χṓⱱκτṄϤ Μ σϾϯϬ
“ΞρΜΞάρ

ᴪ τṓξΦϬ βϾϯχ ήˢ2ˣ
τ Ϧʼ Ϟ χ ΦʼϾϯ χṓⱱκϬᾠ῎ᴟΰʼ ΰΤΪϥάρπᴪ Ϝ τζΞᾠμοΜϥϢΞτ

ḇαθϤʼ τςΞ ΰθϣΜΜχΤ ΤϣσΜᴪ ϜζχḘῐ◖χ ΤΪΤϣᶘϓʼӾⱪϬḹ ϧΞρ◘Πθ
Ϥʼ ΰΦτ ϥΨπΦϥχιρḇαθ

ρ ὀʾẸ βϥάρχ ή ρ ὀʾẸ βϥάρχ ήˢ͑ˣ
ϙḈϦθ πζχ ϣΰΨ ϣβθϛτψʼ Ϟζχᴪיּ χ◘ΜϬ Μοʼ χ ρ ὀʾẸ ΰοΜ

ΨάρΥ ιρᶘϭι

χᴣ ḢϬ ᵔβϥ♪
χ ᶨϞᴣ Ḣσςᾤ Ϭ τΰθ

Ͼϯχ ΰ ˢ9ˣ

ếϙϞζχ ϣΰήϬ ΠϥρΜμθ πψʼ Ṑ ιΪπψσΨʼ ΥάϦϘπχ ϬςχϢΞτ ϭπ
ΦθχΤʼᴪ ḕẽϞᴪ ḩἰʼ ῲΜ♪ Τϣ ᾋβϥάρΥπΦϥϢΞτσμθʻϘθʼ τᾋΠσΜ
ˢ χ ϭπΦθ Ϟ ᶊΤϣˣΤϣϜ Πϥάρχ ήτϜṓξΨάρΥπΦθ

χ ᶨϬ
◦Πϥ♪

ẐϛϣϦϥḘῐם

ᵒῐ ϬᾋớϛḕẽϬ ΠϥρΜΞ♪ ᶨḕẽϞᵒῐ Ϭ ϥάρχ ˢ6ˣ
ᵒῐּיϞᴪ τ χ ᴟψσΜΤʼІЕйІϞ ϦψσΜΤʼЀЬвИϾ˔ЄдрϬρμοϯЈІЮрЕΰʼ
ἱ βϥάρτϢμο ρζχᴪיּ ΥϢϤϢΜ ᶨϬӲⱱπΦϥϢΞτḕẽϬ Π◦ΠοΜΨρΜΞ ᶤΥΚ
ϥάρϜᶘϭιˢ15-4ˣ

∕ ḘῐτΣ
Ϊϥṁ σ
♪

ᶨχ τ ϥάρπ αθ
︠ ψ πΚϥρΜΞṓיּ Φ

ʾζχᴪ ρ ῨσḩἰϬ Ψάρχ
ήˢ3ˣ

יּ ϙḈϦθḕẽπχ ᶨϬ◦ΠϥρΜΞάρψʼ χ ᶨχІЌϱиʼОЌ˔рϬ︢ϥάρπΚϤʼ
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より図りやすくなったからではないかと考える。
実習の履修順序による学びの違いについては，同じ体
験をしてもその体験をどう意味づけするかは個々人によ
るので，履修の順序に重きを置くのではなく，「生活モ
デル」への思考の転換を早期に図り，個々の体験の学び
を深められるよう保健センター・地域包括支援セン
ター，地域医療連携センター，訪問看護ステーション実
習での体験をどうリフレクションし統合させていくかが
重要であると考える。

３．地域・在宅看護学実習における今後の課題
分析の結果，実習目標は概ね達成できたと考える。し
かし，在宅看護の対象は乳児から高齢者まで様々な年齢
の方，そして慢性的な病状や障害をもつ人，医療依存度
の高い人，終末期にある人と，対象が有する状況は多様
化していることから4），求められるニーズを把握し，対
象の特性に応じたアセスメントや支援方法について実習
を通して具体的な学びとしていくことが重要である。こ
れらに関しては，対象の特性を考えた看護展開の演習を
検討する等実習前の準備を十分に行っていく必要があ
る。また，対象が住み慣れた地域で安心して自分らしく
暮らし続けることを支えるためは，対象や対象を取り巻
く家族や環境だけでなく，より広い視点で捉える必要が
ある。今回は，訪問看護実習における最終レポートのみ
調査対象としたが，地域・在宅看護学実習における４施
設（訪問看護ステーション，保健センター，地域包括支
援センター，地域医療連携センター）での学びが統合で
きているか，学生の達成度についても検証していく必要
があると考える。
また，本実習の学びは他の看護学領域の実習（成人看
護学，老年看護学Ⅰ，精神看護学，小児看護学，母性看
護学）での学びとの関連があるので，その関連性も勘案
したうえで地域・在宅看護学実習の学習目標・方法を検
討していく必要があると考える。
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